
資料2－2  

クロチアニジン（案）  

1．品目名：クロチアニジン（clothianidin）  

2．用途：殺虫剤   

ネオニコチノイド系殺虫剤である。作用機序は、主にニコチン性アセチルコリン受   

容体アゴニスト作用によるものと考えられる。   

3．化学名‥（E）－1－（2－Chloro－1，3－thiazol，5－ylmethyl）r3－methyl－2－nitroguanidine（IUPAC）  

4．構造式及び物性  

分子式  

分子量  

水溶解度  

分配係数  

C6H8CIN502S  

249．68  

0．327g／L（20℃）  

logPow＝0．7（25℃）  

（メーカー提出資料より）   



5．適用病害虫の範囲及び使用方法  

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

（1）16．0％クロチアニジン水溶剤  

本剤の  クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   
希釈  

使用液量   使用時期  使用  
使用  

ンを含む農薬  
倍率  

回数  方法    の総使用回数   

ケンカ類  

ツマクヾロヨコハ■ィ  60～150  
4000倍  

カメムシ類  L／10a   

稲  イネドロオイムシ  収穫7日前まで  3回以内  散布   

ウンカ類  
4回以内  

カメムシ類  1000倍  25L／10a   （育苗箱散布  

イネト～ロオイムシ  

は1回以内、  

本田では3回  
ウンカ類  

ツマク㌔ロヨコハ～ィ  

以内）  

の上か  
稲  

フタオヒ～コヤが   使用土壌約5L）  
移植3目前～  

1回   

（箱育苗）  

1箱当たり  
移植当日  

イネドロオイムシ  に散布  

イネミス♪ソ÷ウムシ   400倍   500mL  する  

ミナミキイげサ～ミウマ  

2000～  
きゅうり  アフ■ラムシ類  4回以内  

4000倍   
コナシ～ラミ類  （育苗期の株  

元処理及び定  

植時の土壌混  

和は合計1回  

100′－300  以内、散布は3  

L／10a   
収穫前日まで  3回以内  散布  

コナシ÷ラミ類  

回以内）   

メロン   
ミナミキイロアサ～ミウマ   

トマトハモク～リハ～ェ  2000倍   

アブ～ラムシ類  4000倍  4回以内  

（定植時の土  

すいか  
2000倍   

壌混和は1回  

ウリハムシ  以内、散布は3  

回以内）  

2   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名  希釈 倍率  使用液量   使用時期   
本剤の  

ンを含む農薬  

使用回数   

ミナミキイロアサ予ミウマ  
4回以内  

2000倍   （育苗期の株元  
ハモクナリハ～ェ類  

処理及び定植時  
なす  

ア7÷ラムシ類  
の土壌混和は合  

マメハモク～リハヾェ  計1回以内、散布  

コナシ～ラミ類   
2000′、  

は3回以内）  

4000倍   
ア7～ラムシ類  3回以内  4回以内  

コナシ上ラミ類  （鉢上時の株元処  

理、育苗期後半の  
トマト  

収穫前日まで  
ミニトマト  

株元処理及び定  

ハモケリ′、Jェ類  2000倍   植時の土壌混和  

は合計1回以内、  

散布は3回以内）  

3回以内  

アデラムシ類  2000′・）  （育苗期の株元  

コナシ～ラミ類  4000倍  
ピーマン  

処理及び定植時  

100へ′300  
の土壌混和は合  

散布                                                         計1回以内、散布  
L／10a  

は2回以内）  

3回以内  

（は種時の土壌  

だいこん   2000・・、、一  収穫7日前まで  混和は1回以内、  
アデラムシ類  

4000倍  は種後は2回以  

2回以内  
内）   

3回以内  

（育苗期の株元  
レタス  

ナモク～リハJェ   2000倍   処理は1回以内、  

散布は2回以内）  

2000～  
アデラムシ類  

3回以内  

4000倍  収穫3日前まで  （は種時の散布、  

育苗期の抹元処  

キャベツ  理及び定植時の  
アオムシ  

2000倍   土壌混和は合計  
コナが  

1回以内、散布は  

2回以内）  

3   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  

作物名   
適用病害虫   

希釈  
名  倍率   

使用時期  本剤の 使用回数  使用 方法   ンを含む農薬  
の総使用回数   

4回以内  

ネキJァサヾミウマ  

2000～  
（植付時の植溝処  

ねぎ  ネギハモク÷リハ■  100′、・300  理は1回以内、抹  
4000倍  

エ  L／10a   元散布は2回以  

内）   

4000倍  

アフ～ラムシ類  散布  
4回以内  

ばれいしょ  収穫7目前まで   
（植付時の土壌  

混和は1回以内、  
テントウムシタ～マシ   

3回以内  植付後は3回以内）  

類   
2000～  100′・）300  

カメノコハムシ  
4000倍  L／10a   

テンサイモク～リハナハナェ  

収穫14日前  
4回以内  

まで  
アブ～ラム類  

てんさい  
（定植前の苗床  

テンサイトビハムシ  1L／へ○－ハ○－  濯注は1回以内、  
100へノ  

テンサイモク～リハナハ～ェ  ホ○ット1冊  
苗床  

定植前   1回  散布は3回以内）  
200倍  

カメノコハムシ  （3L／m2）  

濯注   

豆類  

（種実、ただ  
2000′）  

し、だいず、  
4000倍   

らっかせい  

を除く）   
収穫7目前まで   

マメシンクイが  2000倍  

だいず  アデラムシ類  
100～300  

カメムシ類  3回以内  散布   3回以内  
L／10a  

ブタスシ～りハムシ   

かぼちや   アデラムシ類  収穫3日前まで   
2000′）  

にがうり  ミナミキイロアサ～ミウマ  
4000倍  

収穫前日まで   

チンゲンサイ   アブ～ラムシ類  

収穫14日前  

まで   

4   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  
希釈  

作物名  適用病害虫名  使用液量   使用時期   
本剤の  

倍率  
使用方法   ンを含む農薬  

使用回数  
の総使用回数   

散布、但し  

花穂の発生期には  

マけ7イル臓執こより  

みょうが  収穫前日  

まで   
散布液が直接  

（花穂）   

花穂に飛散  

しない状態  

ナスコナカイがラムシ  で使用する   

みょうが（花穂）  

の収穫前日まで  
みょうが  

但し、花穂を収穫  
（茎葉）  

しない場合にあっては  3回以内  

開花期終了まで  

収穫7日前  
みずな  

まで   
ア7～ラムシ類   

100／）300  

オクラ  3回以内  
L／10a  

2000′）  
まで   

れんこん  舛イクヒ÷レア7～ラムシ  
4000倍  収穫7日前  

まで   

散布  

アデラムシ類  
えだまめ  

カメムシ類  

4回以内  

アオムシ   2000倍  
（は種時の  

散布、育苗期  

収穫3日前  の株元処理  

フ～ロツコリー  まで  及び定植時  

の植穴処理  

アブ～ラムシ類   土壌混和は  
2000～  

合計1回以内、  
4000倍   

散布は3回以内）  

ネキ÷ァサヾミウマ  

にら  
アデラムシ類  

3回以内   

5   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  
希釈倍  

使用液量  使用時期   
本剤の  

作物名  適用病害虫名  
使用  

率  使用回数  方法  
ンを含む農薬  

の総使用回数   

2000′・－  

アデラムシ類  
3回以内  

4000倍   
収穫3日前  

（育苗期の抹  

非結球レタス  2回以内   
まで  

元処理は1回  

ナモク÷リハ～ェ   100～300  以内、散布は2  

L／10a  回以内）  

アブ～ラムシ類  

アスハ○ラがス  ネキヾァサ○ミウマ  
収穫前日  

シ～ユウシホシ好げハムシ   

まで   

カメムシ類  

キンモンホリが  

キ～ンモンハモク÷りが  

シンクイムシ類  
りんご  

2000′－  

4000倍  

リンコ～ヮタムシ  

収穫前目  

まで   
ケムシ類  散布  

シンクイムシ類  3回以内  3回以内  

アデラムシ類  200～700  

なし  コナカイがラムシ類  L／10a  

カメムシ類  

ケムシ類   

すもも   アデラムシ類   4000倍  
収穫3日前  

まで   

アデラムシ類  

モモハモク÷りが  2000～  

シンクイムシ類  4000倍  
もも  

収穫7日前  

カメムシ類  まで  

コがネムシ類   2000倍   
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  
本剤の  使用  

作物名  適用病害虫名   希釈倍率  使用液量  使用時期  ンを含む農薬  
使用回数  方法  

の総使用回数   

掴トウシ］ウゾ］ウハ～工   収穫前日  
おうとう  2000倍   2回以内   2回以内   

カメムシ類  まで  

ケムシ類   
収穫7日前  

うめ  アデラムシ類  
まで   

カメムシ類   2000′・）  

4000倍  
収穫前目ま   

ぶどう   
で   

ブタテンりヨコハJィ  

ミカンハナェ  

2000倍  
3回以内  

ミカンキシ寸ラミ  

かんきつ  
アデラムシ類  200／）700  

（みかんを  L／10a  
散布  

除く  
アサ～ミウマ額  

3回以内  

ケシキスイ類  

コアオハナムク～リ  

2000／■）  
収穫7目前  

ツノロウムシ  
4000倍  

まで  

コナカイがラムシ類  

コ÷てタ～ラカミキリ  

4回以内  

カメムシ類  
（樹幹散布は  

アケ÷ハ類  

みかん  1回以内、  

アカマルカイがラムシ  
散布後は3回  

ミカンハ～ェ  

2000倍  
以内）  

ミカンキシ÷ラミ  

ミカンハモク■りが   収穫150日  
1回   100mL／樹  

前まで  

ミカンハモク÷りが  

樹幹  
かんきつ  20倍  

10′一）  

春芽・夏芽  

コ～マタ～ラカミキリ  

散布  
（苗木）  又は秋芽  

100mL／樹  
の発生前   

カキノヒメ］コハ～ィ  4000倍   
3回以内  

チャノキイロアサ～ミウマ  
3回以内   

カキクタヾァサヾミウマ  200／、700  
かき  2000～  

L／10a   まで  
散布  

コナカイがラムシ類  
4000倍   

カキノへタムシが  

カメムシ類  

了   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  
希釈  

作物名  適用病害虫名  使用液量   
本剤の  

使用時期   使用回数   方法  
ンを含む農薬  

倍率  
の総使用回数   

マンゴー   
アサ～ミウマ類  収穫7日前ま   

コナカイがラムシ類   で   

いちじく   アサ～ミウマ類  2000′・）  

4000倍   
アブ～ラムシ類  

200′）700  

モモハモク～りが  

L／10a  
ネクタリン    シンクイムシ類  

カメムシ類  収穫3日前  

コがネムシ類   2000倍   まで  

3回以内   3回以内  

あんず   アデラムシ類   4000倍   

散布  

とうがん  ミナミキイロアサヾミウマ   

100′－一300  

L／10a   

食用へちま  アデラムシ類  2000倍  
収穫前日  

まで   

ナがカタカイがラムシ  200／）700  
パパイヤ  

ヒラタカタカイがラムシ  L／10a   まで   

チャノキイロアサ～ミウマ  

2000～  
チャノミドリりヨコハ～ィ  200′・－400  

茶  4000倍  摘採7日前まで  1回  
チャノホリが  L／10a  

1回  

コミカンアデラムシ  4000倍   

写   戸   



（2）1．0％クロチアニジン1キロ粒剤  

クロチアニジ  

本剤の  
作物名  適用病害虫名  使用量   使用時期  使用方法   ンを含む農薬  

使用回数  
の総使用回数   

4回以内  

稲   
ウンカ類  

1kg／10a  収穫14日前まで   3回以内   散布  （但し本田期は3  
ツマク～ロ］コハ～ィ  

回以内）   

（3）0．50％クロチアニジン粒剤  

本剤の  クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   使用量   使用時期  使用  

回数   の総使用回数   

ケンカ類  
3kg／10a   収穫7日前  

稲  ツマク～ロヨコハ～ィ  3回以内  散布   
まで  4回以内  

カメムシ類   3～4kg／10a   
（育苗箱散布は1  

育苗箱の  
移植3日前  回以内、本田では  

稲   イネドロオイムシ  苗の上か   
3回以内）  

（箱育苗）  イネミス÷ソ÷ウムシ  使用土壌約5L）  ら均一に  
移植当日   

1箱当り50g  散布する   

コナシ～ラミ類  4回以内  

アデラムシ類  1g／株   育苗期後半  株元処理   （育苗期の株元  

ミナミキイロアサ～ミウマ  処理及び定植時  
きゆうり 一  

1～2g／株   の土壌混和は合  

アブうムシ類   1～2g／株  計1回以内、散布  

ミナミキイロアサ～ミウマ   2g／株   
は3回以内）  

1回  
植穴処理  

定植時  
土壌混和  

4回以内  

アデラムシ類  （定植時の土壌  
すいか  1～2g／株  

ミナミキイロアサナミウマ  混和は1回以内、  

散布は3回以内）   

アニ7÷ラムシ類  

育苗期後半  株元処理   4回以内  

コナシ予ラミ類   1g／抹  
（育苗期の株元  

コ「けヾラミ類  処理及び定植時  
メロン  アデラムシ類   1～2g／株  の土壌混和は合  

定植時  
ミナミキイロアサヾミウマ  計1回以内、散布  

トマトハモクヾリハ～ェ   

2g／株   
は3回以内）  

9   



（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）  

本剤の  クロチアニジ  

作物名   適用病害虫名   使用量   使用時期  使用  

回数   の総使用回数   

アデラムシ類  4回以内  

コナシヾラミ類   
育苗期後半   株元処理  

（育苗期の株元  

なす  
処理及び定植時  

1g／株  

アデラムシ類  
の土壌混和は合  

マメハモク÷リハ～ェ  

計1回以内、散布  
定植時  

コナシ～ラミ類  

は3回以内）  

1～2g／株  4回以内  

（鉢上時の株元処  

アブ÷ラムシ類  育苗期後半  
1g／株  株元処理  

理、育苗期後半の  
トマト  

コナゾラミ類  
ミニトマト  

鉢上時  株元処理及び定  

植時の土壌混和  

トマトハモク～リハ～ェ   ．2g／株   定植時  
は合計1回以内、  

散布は3回以内）  

3回以内  

だいこん   3～6kg／10a   は種時  
播溝処理  

土壌混和  

1回  

アデラムシ類  
は種後は2回以内）   

レタス  
3回以内  

（育苗期の抹元  
0．5g／株   育苗期後半  抹元処理  

非結球レタス   
処理は1回以内、  

散布は2回以内）  

覆土後セル  

アデラムシ類  成型育苗トレイ  
0，25g／株   

ハイマタ■ラノメイが  
は種時  

の上から  

散布する   
3回以内  

ネキリムシ類  
（は種時の散布、  

コナが  
育苗期の株元処理  

キャベツ  0．5g／株   育苗期後半  及び定植時の  
アオムシ  

土壌混和は  
ハイマタヾラノメイが  

合計1回以内、  
アデラムシ類   1g／株   

散布は2回以内）  
ハイマタ～ラノメイが   1～2g／株  植穴処理  

定植喧  
コナが  土壌混和  

アオムシ   
2g／株   

10  
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（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）  

本剤の  クロチアニジ  

作物名   適用病害虫名   使用量   使用時期   使用国  

数   の総使用回数   

覆土後セル  

アデラムシ類  成型育苗トレイ  
0．25g／株   は種時   

ハイマタヾラノメイが  の上から  
4回以内  

散布する  
（は種時の散布、  

育苗期後半の株  
コナが  

ブロッコリー  
株元処理  

元処理及び定植  
アオムシ  0．5g／抹   育苗期後半  

時の土壌混和は  
■7フナラムシ類  1回  

合計1回以内、散  
■7フヾラムシ類   1g／抹   

布は3回以内）  

コナが  定植時  

2g／抹   
土壌混和  

アオムシ  

植溝処理  4回以内  
6kg／10a   植付時  

土壌混和   （植付時の植溝  
ねぎ  ネキヾァサ～ミウマ  

処理は1回以内、  
（露地栽培）  ネキ～／、モクヾリハ÷ェ  

3～6kg／10a   
収穫21目前 まで  2回以内  株元散布   株元散布は 2回以内）  

4回以内  

植溝処理  
ばれいしょ   アブ～ラムシ類   

土壌混和  
植付時   

6kg／10a  1回  
植付後は3回以内）  

作条処理  
コがネムシ類  

かんしょ  
土壌混和   

1回  

アデラムシ類  育苗期  株元処理   

3回以内  

育苗期後半   株元処理   （育苗期の株元  

処理及び定植時  
ピーマン   

の土壌混和は合  

アデラムシ類   1g／株  1回  計1回以内、散布  

は2回以内）．  
定植時  

土壌混和  

いちご   1回  

11   



（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   使用量   使用時期   
本剤の  

使用方法  ンを含む農薬  
使用回数  

の総使用回数   

かんきつ  10～20g／樹   育苗期  3回以内   株元散布   3回以内   

（苗圃）   

げっきつ   ミカンキシヾラミ   
生育期  

30～40g／抹  発生初期  4回以内  4回以内   
株元処理  

さとうきび  ハリがネムシ類   4～6kg／10a   植付時   1回   

植溝処理  
1回   

土壌混和  

れんこん  クワイクビレアデラムシ   6kg／10a   3回以内   

収穫7日前 まで  3回以内   
湛水散布  

わけぎ  

（露地栽培）  ネキ÷ァサヾミウマ  

3～6kg／10a   収穫21日  株元散布   2回以内   
あさつき  前まで   

（露地栽培）  

（4）0．15％クロチアニジン粉剤DL  

クロチアニジ  

作物名   
適用  

使用量   
病害虫名  

使用時期   
本剤の 使用回数  使用方法  ンを含む農薬  

の総使用回数   

ウンカ類  

ツマク÷ロヨコハヾイ  4回以内  

カメムシ類   （育苗箱散布は  
稲  収穫7日前まで   

イナコ～類   4kg／10a  1回以内、本田では  

イネドロオイムシ  3回以内   散布  3回以内）  

3kg／10a   
ブタオピコヤが  

アデラムシ類  

だいず  カメムシ類  4kg／10a   収穫7日前まで  3回以内   

プラスシ～ヒメハムシ  
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（5）1．5％クロチアニジン箱粒剤  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   使用量   使用時期  本剤の 使用回数  使用方法  
ンを含む農薬  

の総使用回数   

ウンカ類  

ツマクヾロヨコハ～ィ  

イネミスナソ＋ゥムシ  

4回以内  
移植3日前  育苗箱の上  

稲  （30×60×3cm、  
1回   から均一に  

（育苗箱散布は  
イネドロオイムシ  

（箱育苗）  使用土壌約5L）  1回以内、本田で  
ニカメイチュウ  

1箱当り50g  
移植当日  

7タオビコヤが  

散布する。  
は3回以内）   

イネヒメハモク○リハ～ェ   

（6）0．50％クロチアニジンH粉剤DL  

クロチアニジ  
本剤の  

作物名  適用病害虫名   使用量   使用時期  使用方法   ンを含む農薬  
使用回数  

の総使用回数   

カメムシ類  

ウンカ類  

ツマク～ロヨコハ■ィ  4回以内  

イナコ÷類  3～4kg／10a   （育苗箱散布は  

稲  収穫7日前まで   
イネットムシ  1回以内、本田で  

ニカメイチュウ  は3回以内）  

ブタオヒ～コヤが  
3回以内   散布  

イネドロオイムシ   3kg／10a   

マメシンクイが   4kg／10a   

だいず  アデラムシ類  収穫7日前まで  3回以内  

カメムシ類  3～4kg／10a   

フタスシ～りハムシ  
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（7）20．0％クロチアニジン水和剤（フロアブル）  

クロチアニジ  

作物名   
適用  

希釈倍率  使用液量   使用時期   
本剤の  

使用方法   ンを含む農薬  
病害虫名  使用回数  

の総使用回数   

イナコ～頬  

ウンカ類  
5000倍   

60へ′150  

ツマク～ロヨコハ√ィ  Iノ10a   
散布   

カメムシ類  

ウンカ類  4回以内  

ツマクヾロヨコハ～ィ  90倍   3L／10a  （育苗箱散布  
収穫14日前  

カメムシ類  
空中散布  

稲  は1回以内、  
まで   

本田では3回  

無人ヘリコアタ  以内）  
24倍  800mL／10a  

ウンカ類  一による  

カメムシ類  散布  

1250倍  25L／10a  3回以内  散布   

アデラムシ類  
2500～  

カメムシ類  
5000倍   L／10a   まで  

散布   

マメシンクイが  
だいず  3回以内  

無人ヘリコ  
アデラムシ類  

24倍  800mL／10a   プタ一によ  
カメムシ類  

る散布   

収穫7日前  4回以内  

まで  
100′）300  

（植付時の土  

ばれいしょ  アデラムシ類   5000倍  散布  壌混和は1回  
L／10a  

以内、植付後  

では3回以内）   
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6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

① 分析対象の化合物  

・クロチアニジン  

② 分析法の概要  

試料をアセトンで抽出し、CHEMELUTTMカラム、Sep－Pak⑧アルミナ（N）及びシリカ   

カートリッジで精製した後、高速液体クロマトグラフにより定量する。  

検出限界0．002～0．05ppm。  

（2）作物残留試験結果   

①稲  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、Z調箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び16．0％水溶剤の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）し  

たところ、散布後13注2）～28日の最大残留量注l）は0．134，0．104ppmであった。た  

だし、この試験は、適用範囲内で行われていない。注3〉  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2∠瑠箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び1．0％1キロ粒剤を計3回散布（1kg／10a）したところ、散布  

後13注2）～28日の最大残留量はく0．004，0．026ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2∠移籍粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び0．15％粉剤DLを計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後   

13注2） ～28日の最大残留量は0．048，0．023ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2調箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び0．5％粒剤を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～  

22日の最大残留量は0．02，く0．01ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。   

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱戎び2卿を勒／窟（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粉剤DLを  

計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．07，0．09ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  
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を0．5L／箱戌びZ卿を鞠／静（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶剤の  

4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残  

留量は0．14，0．12ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われてい  

ない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱皮びZ卿を鋤ゾ静（移植当日育苗施用）、並びに0・5％粒剤を計3  

回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0・01，0・02ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱戌びま脚を印g／紆（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロアブ  

ルの5，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最  

大残留量は0．12，0．13ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われ  

ていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（3例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及びま卿を鋤〝窟（移植当日育苗施用）、並びに20・0％フロアブ  

ルの24倍希釈液を計3文は4回RCH散布（0．8L／10a）したところ、散布後14～28  

日の最大残留量は0．04，0．16，0．16ppmであった。ただし、この試験は、適用範  

囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2卿を秒静（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶液の  

1，000倍希釈液を3回散布（25L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は0．10，0．07ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2∠預箱粒剤を50g／箱及び20％  

フロアブル剤の1250倍希釈液を3回散布（25L／10a）したところ、散布後7～21  

日の最大残留量は0．15，0．21ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で  

行われていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、Z∠預箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び16．0％水溶剤の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）  

したところ、散布後13注2〉～28日の最大残留量は0．11，0．132ppmであった。た  

だし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2J預箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び1．0％1キロ粒剤を計3回散布（1kg／10a）したところ、散  

布後13注2）～28日の最大残留量は0．118，0．176ppmであった。ただし、この試験  
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は、適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2調箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び0．15％粉剤DLを計3回散布（4kg／10a）したところ、散布  

後13注2）′）28日の最大残留量は0．12，0．142ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2調箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び0．5％粒剤を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14  

～22日の最大残留量は0．72，0．26ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．51ノ箱戌びZ脚を似窟（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粉剤DL  

を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．28，2．75  

ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱戌び2御を粥〆静（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶剤  

の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最大  

残留量は0．18，0．78ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われて  

いない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5】ノ箱戎び2脚を朔〆紆（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粒剤を  

計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．17，2．16ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5Ⅰノ箱及び2卿を粥〆静（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロア  

ブルの5，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の  

最大残留量は0．12，1．02ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行わ  

れていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（3例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5Ⅰノ箱及びZ脚を朔〆紆（移植当日育苗施用）、並びに犯0％フロア  

ブルの24倍希釈液を計3又は4回RCH散布（0．8L／10a）したところ、散布後14  

～28日の最大残留量は0．81，2．57，2．28ppmであった。ただし、この試験は、適  

用範囲内で行われていない。  
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